








Local Governance and the Affluent and Unstable



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































小右記　長徳 2 年（996）7 月 9 日条
要国 朝野群載　寛治 2 年（1088）12 月 25 日三善為長申文
遠江 亡弊 丁 朝野群載抄　万寿 5 年（1028）4 月 26 日遠江国司申文




大間成文抄　永久 4 年（1116）正月 23 日藤原成房申文
要国 大間成文抄　永久 4 年（1116）正月 28 日藤原永俊申文





亡弊 小右記　長元 4 年（1031）3 月 1 日条





亡弊 小右記　長元 4 年（1031）3 月 1 日条
亡境 朝野群載抄　永久 4 年（1116）下総国司申文
常陸 済二箇年事国 戊 吏途指南
信濃 要国 丁 朝野群載　寛治 2 年（1088）12 月 25 日三善為長申文
陸奥 亡弊→復興 戊 帥記　承暦 4 年（1080）閏 8 月 5 日条





要国 小右記　長和 3 年（1014）12 月 2 日条
要国 朝野群載　寛治 2 年（1088）12 月 25 日三善為長申文
伯耆 亡弊 戊 小右記　長徳 2 年（996）7 月 9 日条
出雲 熟国 戊 朝野群載抄　永久 4 年（1116）下総国司申文
石見 済三箇年事国 戊 吏途指南
隠岐 済三箇年事国 戊 吏途指南
播磨 年来彫弊 甲 西宮記巻 8 裏（延喜 6 年（906）9 月 20 日）




小右記　万寿 2 年（1025）10 月 29 日条
要国 朝野群載　寛治 2 年（1088）12 月 25 日三善為長申文
備中 要国 甲 小右記　長和 3 年（1014）12 月 2 日条
備後 要国 乙 朝野群載　寛治 2 年（1088）12 月 25 日三善為長申文





要国 大間成文抄　永久 4 年（1116）正月 24 日藤原行佐申文
阿波 久しく衰弊 丙 侍中群要　村上御記
土佐 要国 戊 朝野群載　寛治 2 年（1088）12 月 25 日三善為長申文






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































14 不明 － 越前国司
勘済三カ年公事に
よる勧賞
下総・常陸三カ年の公事勘済で勧賞に
預かるが、越前は三国の内でも「最亡」
である
朝野群載抄
26
の
復
興
は
大
き
な
功
績
と
さ
れ
た
か
ら
︑
受
領
は
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
こ
と
さ
ら
に
復
興
の
功
を
主
張
し
た
わ
け
で
あ
る
︒
　
次
に
︑
為
憲
個
人
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
よ
っ
て
美
濃
と
い
う
熟
国
の
貢
納
が
止
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
︑
行
事
に
影
響
が
生
じ
︑
そ
れ
に
よ
り
為
憲
の
罪
が
免
ぜ
ら
れ
た
事
実
か
ら
は
︑
熟
国
の
貢
納
に
大
き
く
依
存
す
る
国
家
財
政
の
あ
り
方
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
︒
中
央
政
府
の
側
か
ら
す
れ
ば
︑
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
熟
国
の
税
物
は
重
要
な
支
出
に
確
保
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
︑
円
滑
に
収
取
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
︑
多
少
の
不
祥
事
に
も
目
を
つ
ぶ
っ
た
︑
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
︒
　
熟
国
受
領
は
︑
狭
義
の
国
家
財
源
た
る
納
官
物
の
み
な
ら
ず
︑
私
的
な
経
済
奉
仕
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
︒
大
国
受
領
を
歴
任
し
た
源
頼
光
に
よ
る
貴
族
へ
の
経
済
的
奉
仕
は
有
名
で
あ
る（51）
︒
ま
た
︑
受
領
が
私
財
を
投
入
し
て
重
任
な
ど
を
得
る
成
功
も
あ
る
︒
第
一
章
で
触
れ
た
寛
弘
二
年
の
内
裏
再
建
で
は
︑
熟
国
で
あ
る
播
磨
の
受
領
に
よ
る
成
功
が
採
用
さ
れ
た
し
︑
時
代
は
降
る
が
﹃
中
右
記
﹄
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
六
月
十
三
日
条
で
は
「
堪
レ
事
大
国
受
領
募
二
成
功
一
可
レ
造
之
事
」
と
︑
大
国
受
領
よ
り
成
功
を
募
る
な
ど
︑
成
功
は
熟
国
受
領
の
私
富
を
回
収
し
︑
国
家
財
政
に
組
み
込
む
機
能
を
有
し
た
の
で
あ
る
︒
　
第
二
章
で
見
た
理
想
的
地
方
支
配
の
あ
り
方
と
し
て
は
︑
亡
国
こ
そ
有
能
な
受
領
を
任
ず
る
べ
き
で
あ
る
し
︑
彼
ら
に
は
再
任
・
延
任
・
重
任
な
ど
の
恩
を
与
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
一
方
で
受
領
は
亡
国
へ
の
赴
任
は
望
ま
な
か
っ
た
し
︑
自
ら
の
利
益
を
求
め
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
︒
︻
史
料
16
︼
吏
途
指
南
Ｅ
臨
時
申
請
雑
事
以
二
絹
一
疋
一
済
二
数
疋
代
一︑
不
用
布
充
二
高
直
一
済
レ
之
︑
多
為
二
私
利
一︑
称
二
之
熟
国
一︒
往
年
代
始
有
二
国
々
色
代
之
定
一︒
近
例
只
以
二
一
任
事
一
為
二
永
例
一︒
依
三
有
縁
者
任
二
熟
国
一
歟
︒
（
絹
一
疋
を
以
て
数
疋
の
代
を
済
ま
し
︑
不
用
の
布
を
高
直
に
充
て
之
を
済
ま
し
︑
多
く
私
利
を
為
し
︑
之
を
熟
国
と
称
す
︒
往
年
は
代
始
に
国
々
色
代
の
定
め
有
り
︒
近
例
は
只
一
任
の
事
を
以
て
永
例
と
為
す
︒
有
縁
の
者
を
熟
国
に
任
ず
る
に
依
る
か
︒）
︻
史
料
16
︼
は
︻
史
料
9
︼
に
続
く
記
事
で
あ
る
︒
近
代
で
は
亡
国
で
あ
っ
た
頃
の
先
例
を
も
っ
て
色
代
が
許
可
さ
れ
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
不
正
な
利
益
を
得
︑
そ
れ
が
で
き
る
国
を
「
熟
国
」
と
称
し
た
と
い
う
︒
受
領
に
と
っ
て
は
自
ら
の
私
腹
を
肥
や
す
こ
と
の
で
き
る
実
入
り
の
良
い
国
こ
そ
が
「
熟
国
」
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
か
つ
て
は
天
皇
の
代
始
め
に
色
代
の
定
め
が
あ
っ
た
が
︑
最
近
で
は
受
領
一
人
の
任
の
時
に
色
代
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
永
例
と
し
て
お
り
︑
こ
れ
は
「
有
縁
者
」
す
な
わ
ち
摂
関
家
な
ど
と
結
び
つ
い
た
人
々
が
熟
国
に
任
用
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
︑
と
い
う
︒
熟
国
受
領
と
権
力
者
の
結
び
つ
き
は
次
の
︻
史
料
17
︼
か
ら
も
知
ら
れ
る
︒
熟国・亡国概念と摂関期の地方支配
27
︻
史
料
17
︼﹃
小
右
記
﹄
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
十
二
月
二
十
日
条
又
昨
日
金
吾
云
︑
主
上
被
レ
仰
云
︑
明
年
但
馬
左
大
臣
懇
切
申
下
有
二
可
レ
任
之
人
一
之
由
上︒
又
備
中
可
レ
任
二
皇
后
宮
申
之
人
一︒
但
可
レ
奏
下
旧
吏
済
二
公
事
一
之
者
上︒
以
二
此
由
一
可
レ
申
二
彼
宮
一
者
︒
閑
廻
二
愚
慮
一︑
事
頗
淡
薄
︑
要
国
皆
人
々
御
得
分
歟
︒
延
喜
天
暦
御
宇
︑
豈
有
レ
如
レ
此
之
乎
︒
（
又
た
昨
日
金
吾
云
く
︑「
主
上
仰
せ
ら
れ
て
云
く
︑『
明
年
の
但
馬
は
左
大
臣
懇
切
に
任
ず
べ
き
の
人
有
る
の
由
を
申
す
︒
又
た
備
中
は
皇
后
宮
申
す
の
人
を
任
ず
べ
し
︒
但
し
旧
吏
公
事
を
済
ま
す
の
者
を
奏
す
べ
し
︒
此
の
由
を
以
て
彼
の
宮
に
申
す
べ
し
』」
て
へ
り
︒
閑
に
愚
慮
を
廻
ら
す
に
︑
事
頗
る
淡
薄
に
し
て
︑
要
国
は
皆
人
々
の
御
得
分
か
︒
延
喜
天
暦
の
御
宇
︑
豈
に
此
の
如
き
こ
と
あ
ら
ん
や
︒）
翌
年
の
但
馬
国
の
受
領
に
は
左
大
臣
道
長
が
特
に
任
用
し
た
い
者
が
い
る
と
の
旨
を
申
し
て
お
り
︑
備
中
も
皇
后
宮
推
薦
の
者
が
い
た
が
︑
備
中
に
つ
い
て
は
受
領
経
験
者
で
納
税
を
済
ま
せ
て
い
る
者
を
推
薦
す
べ
き
こ
と
と
な
っ
た
︒
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
実
資
は
「
要
国
は
皆
人
々
の
御
得
分
か
」
と
︑
熟
国
受
領
を
道
長
や
宮
が
手
中
に
収
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
指
摘
し
︑
延
喜
天
暦
の
時
代
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
︑
と
歎
い
て
い
る
︒
た
だ
し
︑
一
方
で
天
皇
と
し
て
は
有
能
な
受
領
を
要
国
に
任
命
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
お
り
︑
こ
の
時
代
は
ま
さ
に
地
方
支
配
の
理
想
と
︑
そ
れ
か
ら
の
乖
離
と
い
う
状
況
の
間
で
揺
れ
動
い
て
い
た
と
い
え
よ
う
︒
　
こ
れ
が
院
政
期
に
な
る
と
︑﹃
中
右
記
﹄
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
正
月
二
十
四
日
条
に
「
受
領
十
五
个
国
之
中
︑
候
レ
院
之
輩
七
人
︑
多
任
二
熟
国
一
」
と
あ
る
よ
う
に
︑
院
近
臣
に
よ
る
熟
国
の
独
占
が
進
ん
で
い
く
︒
そ
の
背
景
に
は
︑
白
河
天
皇
期
以
降
多
用
さ
れ
て
い
く
成
功
と
︑
そ
れ
に
よ
る
熟
国
の
重
任
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
︒
こ
こ
に
至
っ
て
︑
熟
国
は
完
全
に
権
門
の
手
中
に
落
ち
た
の
で
あ
り
︑
ま
し
て
亡
国
の
復
興
な
ど
は
全
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
︒
第
二
章
で
見
た
よ
う
に
︑
色
代
・
給
復
の
申
請
の
際
に
も
︑
実
際
に
は
亡
弊
状
態
で
は
な
く
な
っ
た
国
が
亡
弊
時
の
先
例
を
持
ち
出
し
て
申
請
を
行
う
こ
と
が
頻
繁
に
あ
っ
た
︒
ま
た
︑﹃
朝
野
群
載
抄
﹄
所
引
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
丹
波
守
藤
原
公
通
申
文
は
︑
任
国
亡
弊
に
よ
り
重
任
を
申
請
し
た
の
で
あ
る
が
︑
こ
れ
は
院
近
臣
藤
原
長
実
の
知
行
国
の
一
つ
と
し
て
の
重
任
で
あ
り
︑
実
態
は
熟
国
の
連
任
で
あ
っ
た（52）
︒
第
二
章
で
見
た
よ
う
に
︑
重
任
は
良
吏
を
亡
国
に
任
用
し
復
興
さ
せ
る
た
め
の
制
度
で
あ
っ
た
の
だ
が
︑
院
政
期
に
は
亡
国
の
復
興
は
単
な
る
口
実
に
過
ぎ
な
く
な
り
︑
実
際
に
は
熟
国
の
独
占
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒︻
表
2
︼
に
見
え
る
︑
任
官
申
文
に
お
け
る
亡
国
復
興
と
の
主
張
も
︑
多
く
は
第
二
章
で
整
理
し
た
亡
国
受
領
の
再
任
・
加
階
に
お
け
る
優
遇
制
度
を
適
用
さ
れ
る
た
め
の
口
実
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
　
結
語
　
以
上
︑
本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
の
要
点
は
以
下
の
七
つ
で
あ
る
︒
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①
熟
国
・
亡
国
概
念
は
︑
受
領
制
に
基
づ
く
新
た
な
財
政
制
度
の
成
立
に
対
応
し
︑
十
世
紀
後
半
に
現
実
的
な
賦
課
基
準
と
し
て
財
政
制
度
と
結
び
つ
い
た
︒
　
②
熟
国
・
亡
国
の
別
は
数
値
的
基
準
に
よ
る
の
で
は
な
く
︑「
亡
弊
の
聞
こ
え
」
と
い
っ
た
風
聞
に
よ
る
も
の
で
あ
り
︑
ど
の
国
が
熟
国
・
亡
国
か
は
流
動
的
な
側
面
が
あ
る
︒
地
方
の
情
報
は
諸
国
の
申
請
な
ど
政
務
の
中
で
得
る
ほ
か
︑
親
し
い
受
領
と
の
私
的
な
交
流
に
よ
っ
て
も
も
た
ら
さ
れ
た
︒
　
③
熟
国
の
税
物
は
一
定
の
収
入
が
見
込
め
る
も
の
と
し
て
恒
常
的
・
重
要
な
支
出
に
確
保
さ
れ
︑
召
物
な
ど
臨
時
の
賦
課
も
優
先
的
に
行
う
一
方
︑
熟
国
受
領
の
私
富
は
成
功
な
ど
私
的
奉
仕
の
形
で
回
収
さ
れ
た
︒
　
④
未
進
が
恒
常
化
し
た
亡
国
に
は
切
下
文
に
よ
り
随
時
徴
収
す
る
こ
と
で
功
過
定
を
通
過
で
き
る
よ
う
に
し
︑
国
宛
・
召
物
な
ど
の
割
り
当
て
の
際
に
も
配
慮
さ
れ
た
︒
　
⑤
良
吏
を
亡
国
に
配
置
し
て
復
興
を
図
り
︑
臨
時
申
請
雑
事
や
受
領
功
過
定
を
通
じ
て
統
率
し
て
加
階
・
延
任
・
重
任
な
ど
の
恩
賞
を
与
え
︑
さ
ら
に
「
要
国
」
に
任
命
し
て
安
定
的
収
税
を
目
指
す
の
が
理
想
的
な
地
方
支
配
と
さ
れ
︑
こ
れ
は
受
領
を
通
じ
た
全
国
均
一
支
配
の
理
念
で
あ
っ
た
と
い
え
る
︒
　
⑥
受
領
の
側
も
亡
国
の
復
興
を
根
拠
に
次
の
ポ
ス
ト
︑
と
り
わ
け
熟
国
の
拝
任
を
目
指
し
︑
亡
国
へ
の
赴
任
は
望
む
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
︒
貴
族
社
会
は
熟
国
受
領
の
経
済
的
奉
仕
に
依
存
し
て
い
き
︑
熟
国
受
領
の
任
用
の
場
面
で
は
権
力
者
の
恣
意
が
介
入
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
︒
　
⑦
公
任
の
よ
う
に
理
想
的
地
方
支
配
を
捨
て
な
い
公
卿
が
い
る
一
方
︑
亡
弊
時
の
特
例
を
濫
用
し
て
利
益
を
得
る
受
領
も
存
在
し
︑
さ
ら
に
熟
国
は
権
力
者
の
息
の
か
か
っ
た
者
が
占
め
て
い
く
傾
向
が
摂
関
期
に
既
に
見
ら
れ
た
︒
院
政
期
に
成
功
が
重
要
性
を
増
し
て
い
く
の
に
対
応
し
て
権
門
に
よ
る
熟
国
の
独
占
は
い
っ
そ
う
進
み
︑
受
領
の
任
用
方
式
を
狂
わ
せ
る
な
ど
受
領
制
の
崩
壊
を
招
い
た
︒「
亡
国
の
復
興
」
と
い
う
言
説
は
熟
国
連
任
の
口
実
と
さ
れ
︑
摂
関
期
の
地
方
支
配
理
念
は
変
質
し
て
い
る
︒
　
近
年
︑
摂
関
期
の
国
家
構
造
に
つ
い
て
は
古
代
史
・
中
世
史
双
方
か
ら
優
れ
た
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
︑
提
示
さ
れ
る
国
家
像
も
様
々
で
あ
る
︒
十
世
紀
後
半
に
律
令
制
の
根
本
に
関
わ
る
大
き
な
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
は
共
通
見
解
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
︑
そ
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
多
様
な
解
釈
が
あ
り
得
る
︒
　
日
本
が
律
令
制
を
導
入
す
る
際
に
は
唐
と
の
社
会
構
造
の
根
本
的
な
相
違
が
あ
り
︑
こ
れ
を
前
提
に
理
想
的
制
度
と
し
て
唐
の
制
度
を
そ
の
ま
ま
導
入
し
た
側
面
と
︑
実
態
に
即
応
す
る
た
め
の
様
々
な
変
更
を
施
し
た
側
面
と
を
含
み
つ
つ
律
令
国
家
は
出
発
し
た
︒
唐
に
倣
い
形
式
的
に
は
計
帳
に
よ
る
人
民
把
握
に
基
づ
く
人
頭
賦
課
税
と
し
て
成
立
し
た
調
庸
制
は
︑
当
初
順
調
に
機
能
し
国
家
財
政
を
支
え
た
が
︑
九
世
紀
以
降
急
速
に
調
庸
の
疎
悪
・
違
期
・
未
進
が
進
行
し
国
家
財
政
を
圧
迫
し
て
い
く
︒
そ
の
背
景
に
は
︑
調
庸
の
生
産
・
収
取
を
支
え
た
郡
司
層
の
没
落
や
︑
院
宮
王
臣
家
の
在
地
進
出
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
︑
律
令
制
成
立
当
初
の
調
庸
制
（
あ
る
い
は
「
成
立
当
初
の
律
令
制
」
そ
の
も
の
）
を
実
現
さ
せ
る
前
提
と
な
る
社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
が
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
︑
現
実
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
国
家
と
し
て
の
統
合
機
熟国・亡国概念と摂関期の地方支配
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能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
︑
律
令
制
の
枠
組
み
を
保
ち
つ
つ
も
様
々
な
面
で
論
理
の
転
換
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
︒
十
世
紀
後
半
の
転
換
は
い
わ
ば
「
律
令
制
の
再
解
釈
」
で
あ
り
︑
熟
国
・
亡
国
概
念
も
︑
全
国
均
一
支
配
の
枠
組
み
を
実
態
に
即
し
て
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
︒
　
も
と
よ
り
熟
国
・
亡
国
概
念
の
み
で
こ
の
時
代
の
財
政
・
地
方
支
配
全
体
を
と
ら
え
き
れ
る
は
ず
も
な
く
︑
全
体
像
の
検
討
は
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
擱
筆
す
る
︒
注（1
）  
後
に
も
触
れ
る
が
︑「
要
国
」
は
文
脈
に
よ
っ
て
熟
国
・
亡
国
両
方
の
意
味
を
指
し
得
る
︒
し
か
し
後
掲
の
吏
途
指
南
に
出
て
く
る
「
要
国
」
以
外
の
用
例
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
熟
国
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒
結
論
を
先
取
り
す
る
こ
と
に
な
る
が
︑
お
そ
ら
く
「
要
国
」
は
言
葉
の
意
味
と
し
て
は
「
重
要
な
国
」
で
あ
り
︑
良
吏
を
任
ず
る
べ
き
国
と
し
て
難
治
国
を
指
す
こ
と
が
あ
っ
た
が
︑
時
代
が
降
る
に
つ
れ
任
官
申
文
に
お
い
て
論
理
が
す
り
替
え
ら
れ
︑
安
定
し
た
財
源
と
し
て
の
熟
国
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
（
2
）  
土
田
直
鎮
「
公
卿
補
任
を
通
じ
て
見
た
諸
国
の
格
付
け
」（﹃
奈
良
平
安
時
代
史
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
二
年
︑
初
出
一
九
七
五
年
）︒
（
3
）  
寺
内
浩
「
院
政
期
に
お
け
る
家
司
受
領
と
院
司
受
領
」（﹃
受
領
制
の
研
究
﹄
塙
書
房
︑
二
〇
〇
四
年
︑
初
出
一
九
九
八
年
）︑
五
味
文
彦
「
院
政
時
代
の
周
防
国
と
諸
国
の
格
付
け
」（﹃
山
口
県
史
の
窓
﹄
資
料
編
古
代
︑
二
〇
〇
一
年
）︒
（
4
）  
大
津
透
「
平
安
時
代
収
取
制
度
の
研
究
」（﹃
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
九
三
年
︑
初
出
一
九
九
〇
年
）︒
（
5
）  
中
込
律
子
「
受
領
請
負
制
の
再
検
討
」（﹃
平
安
時
代
の
税
財
政
構
造
と
受
領
﹄
校
倉
書
房
︑
二
〇
一
三
年
︑
初
出
一
九
九
三
年
）︒
（
6
）  
本
稿
で
使
用
し
た
引
用
史
料
の
刊
本
は
以
下
の
通
り
︒
令
集
解
・
政
事
要
略
・
本
朝
文
粋
・
本
朝
続
文
粋
・
別
聚
符
宣
抄
・
朝
野
群
載
は
国
史
大
系
︑
小
右
記
・
中
右
記
（
中
右
記
は
史
料
大
成
本
も
）
は
大
日
本
古
記
録
︑権
記
は
史
料
纂
集
︑西
宮
記
・
北
山
抄
（
吏
途
指
南
は
自
筆
本
も
参
照
）・
江
家
次
第
は
故
実
叢
書
︑
左
経
記
・
帥
記
は
史
料
大
成
︑
侍
中
群
要
は
目
崎
徳
衛
氏
校
訂
本
︑
朝
野
群
載
抄
は
高
田
義
人
「『
朝
野
群
載
抄
』
に
つ
い
て
」（﹃
栃
木
史
学
﹄
十
八
︑ 
二
〇
〇
四
年
）︑
大
間
成
文
抄
は
吉
田
早
苗
校
訂
﹃
大
間
成
文
抄
﹄
上
・
下
巻
（
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
三
・
一
九
九
四
年
）︑
兵
範
記
紙
背
文
書
は
吉
田
早
苗
「「
兵
範
記
」
紙
背
文
書
に
み
え
る
官
職
申
文
」（﹃
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
﹄
二
十
三
・
二
十
四
及
び
﹃
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
﹄
一
︑ 
一
九
八
八
～
一
九
九
〇
年
）︒
そ
の
他
は
そ
の
つ
ど
注
記
し
た
︒
（
7
）  
当
年
の
相
撲
使
定
は
﹃
小
右
記
﹄
万
寿
二
年
三
月
十
日
・
十
一
日
条
に
見
え
る
︒
（
8
）  
相
撲
使
定
は
複
数
の
次
将
の
参
加
に
よ
っ
て
行
わ
れ
決
定
が
大
将
に
報
告
さ
れ
る
が
︑
多
く
の
場
合
事
前
に
内
定
が
あ
り
大
将
か
ら
次
将
へ
指
示
が
出
さ
れ
た
︒
佐
々
木
恵
介
「『
小
右
記
』に
み
る
摂
関
期
近
衛
府
の
政
務
運
営
」（
笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
編﹃
日
本
律
令
制
論
集
﹄
下
巻
︑
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
三
年
）︑
三
七
二
～
三
七
四
頁
︒
（
9
）  
粮
使
に
つ
い
て
は
笹
山
晴
生
「
六
衛
府
制
の
成
立
と
左
右
近
衛
府
」（﹃
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
﹄
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
八
五
年
︑
初
出
一
九
六
二
年
）︑
一
九
五
頁
参
照
︒
（
10
）  
大
津
透
前
掲
注
（
4
）
論
文
︒
（
11
）  
﹃
別
聚
符
宣
抄
﹄
天
禄
元
年
（
九
七
〇
）
九
月
八
日
官
符
︑﹃
西
宮
記
﹄
巻
三
（
八
六
頁
）︒
こ
の
よ
う
に
特
定
の
国
に
対
し
特
定
の
行
事
の
料
物
を
恒
常
的
に
課
す
制
度
を
「
永
宣
旨
料
物
制
」
と
呼
ぶ
︒
前
掲
大
津
透
注
（
4
）
論
文
︑
二
三
三
～
二
三
九
頁
︒
（
12
）  
川
本
龍
市「
切
下
文
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（﹃
史
学
研
究
﹄一
七
八
︑ 
一
九
八
八
年
）︒
（
13
）  
「
熟
食
」
は
百
度
食
の
別
称
で
︑
特
定
の
官
人
に
対
し
勤
務
に
応
じ
て
大
炊
寮
や
大
膳
30
職
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
与
で
あ
る
︒
相
曽
貴
志
「
百
度
食
と
熟
食
」（﹃
延
喜
式
研
究
﹄
二
十
三
︑ 
二
〇
〇
七
年
）
参
照
︒
（
14
）  
﹃
朝
野
群
載
﹄
巻
二
十
八
諸
国
功
過
︑
五
八
五
頁
に
「
長
和
五
年
符
云
︑
諸
国
年
料
米
︑
各
守
二
月
宛
一︑
兼
月
進
納
︒
若
有
二
違
越
一︑
解
二
却
見
任
一︑
不
二
敢
叙
用
一
」
と
あ
る
︒
（
15
）  
大
津
透
前
掲
注
（
4
）
論
文
︑
二
四
一
頁
︒
な
お
大
津
氏
は
同
論
文
二
四
二
頁
で
︑
切
下
文
に
よ
る
進
上
を
満
た
せ
ば
実
際
に
は
額
は
不
足
で
も
年
料
分
が
完
納
さ
れ
た
と
見
な
さ
れ
︑
亡
国
に
調
庸
・
雑
米
惣
返
抄
が
発
行
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
︒
（
16
）  
率
分
（
正
蔵
率
分
）
と
は
年
料
の
う
ち
十
分
の
一
（
後
に
は
十
分
の
二
）
を
別
個
に
確
保
し
進
上
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
︒
川
本
龍
市
「
正
蔵
率
分
制
と
率
分
所
」（﹃
弘
前
大
学
国
史
研
究
﹄
七
十
五
︑ 
一
九
八
三
年
）︑
大
津
透
前
掲
注
（
4
）
論
文
参
照
︒
（
17
）  
中
込
律
子
前
掲
注
（
5
）
論
文
︑
六
一
～
六
三
頁
︒
（
18
）  
﹃
権
記
﹄
長
保
元
年
九
月
六
日
条
で
は
︑蔵
人
所
牒
に
よ
っ
て
御
壁
代
等
料
絹
を
伊
勢
・
参
河
・
美
濃
・
尾
張
に
十
疋
ず
つ
︑
但
馬
・
紀
伊
に
五
疋
ず
つ
割
り
当
て
て
い
る
︒
土
田
氏
の
ラ
ン
ク
で
は
参
河
が
丁
以
外
は
全
て
丙
で
あ
る
︒
こ
の
時
の
必
要
量
は
本
来
三
十
疋
で
あ
り
︑
二
十
疋
多
め
に
割
り
当
て
た
理
由
と
し
て
︑
申
返
を
す
る
国
が
あ
っ
て
不
足
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
と
し
て
お
り
︑
所
課
国
の
財
政
力
に
若
干
の
不
安
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
︒
（
19
）  
「
国
宛
」
の
語
は
国
（
あ
る
い
は
受
領
）
ご
と
に
賦
課
さ
れ
る
負
担
全
般
の
こ
と
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
上
島
享
「
造
営
経
費
の
調
達
」（﹃
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
﹄
名
古
屋
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
〇
年
︑
初
出
一
九
九
二
年
を
大
幅
に
改
稿
）
を
参
照
）︒
本
稿
で
は
国
に
対
す
る
造
営
の
割
り
当
て
の
こ
と
と
し
て
の
み
用
い
る
︒
（
20
）  
佐
古
愛
己
「
摂
関
・
院
政
期
に
お
け
る
受
領
成
功
と
貴
族
社
会
」（﹃
平
安
貴
族
社
会
の
秩
序
と
昇
進
﹄
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
一
二
年
︑
初
出
二
〇
〇
六
年
）︒
（
21
）  
﹃
小
右
記
﹄
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
五
月
二
十
四
日
条
の
造
宮
定
で
は
「
諸
卿
相
共
定
二
宛
殿
舎
門
廊
等
一︒
依
二
国
之
興
亡
一︑
定
二
役
之
軽
重
一
」
と
あ
り
︑
や
は
り
国
の
興
亡
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
︒
同
様
の
こ
と
は
﹃
左
経
記
﹄
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
五
月
十
一
日
条
の
防
河
役
の
国
宛
に
も
見
え
る
︒
（
22
）  
中
込
律
子
前
掲
注
（
5
）
論
文
︒
（
23
）  
﹃
西
宮
記
﹄
第
八
裏
書
︑
二
・
九
〇
頁
︒
（
24
）  
加
藤
友
康
「
平
安
貴
族
の
「
坂
東
」
像
」（﹃
日
本
歴
史
﹄
六
〇
〇
︑ 
一
九
九
八
年
）︒
川
尻
秋
生
「
平
安
貴
族
が
み
た
坂
東
」（﹃
古
代
東
国
史
の
基
礎
的
研
究
﹄
塙
書
房
︑
二
〇
〇
三
年
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
︑坂
東
の
亡
弊
化
の
原
因
は
天
慶
の
乱
が
大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
︒
（
25
）  
﹃
北
山
抄
﹄
巻
十
吏
途
指
南
︑
読
大
勘
文
事
︒
表
1
に
「
済
二
（
三
）
箇
年
事
国
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
︒
な
お
こ
の
部
分
は
自
筆
本
に
は
存
在
せ
ず
︑西
本
昌
弘
「『
北
山
抄
』
巻
十
の
錯
簡
と
そ
の
復
元
」（﹃
日
本
古
代
の
年
中
行
事
書
と
新
史
料
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
二
年
︑
初
出
一
九
九
五
年
）︑
二
九
七
頁
は
後
人
（
藤
原
資
仲
）
の
追
記
と
す
る
︒
（
26
）  
元
木
泰
雄
「
院
政
期
に
お
け
る
大
国
受
領
」（﹃
院
政
期
政
治
史
研
究
﹄
思
文
閣
出
版
︑
一
九
九
六
年
︑
初
出
一
九
八
六
年
）︒
（
27
）  
﹃
平
安
遺
文
﹄
四
三
九
号
︒
ま
た
︑
恵
美
千
鶴
子
「
藤
原
行
成
筆
「
陣
定
定
文
案
」
の
書
誌
・
伝
来
」（
田
島
公
編
﹃
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
﹄
五
︑
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
一
五
年
）
も
参
照
︒
（
28
）  
﹃
小
右
記
﹄
治
安
元
年
七
月
二
十
五
日
条
︒
ま
た
︑
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
二
月
二
十
日
条
で
は
︑
実
資
か
ら
馬
一
匹
を
給
わ
っ
て
い
る
︒
（
29
）  
﹃
小
右
記
﹄
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
十
二
月
十
八
日
条
で
︑
実
資
と
の
関
係
が
深
い
常
陸
介
藤
原
信
通
が
実
資
に
対
し
て
任
国
の
状
況
を
報
告
す
る
書
状
を
送
っ
て
い
る
︒
（
30
）  
中
込
律
子
「『
北
山
抄
』
巻
十
吏
途
指
南
に
み
る
地
方
支
配
」（﹃
平
安
時
代
の
税
財
政
構
造
と
受
領
﹄
校
倉
書
房
︑
二
〇
一
三
年
︑
初
出
一
九
九
九
年
）︒
（
31
）  
吏
途
指
南
の
引
用
箇
所
を
示
す
際
に
は
西
本
昌
弘
前
掲
注
（
25
）
論
文
の
記
号
を
用
い
る
︒
（
32
）  
罷
申
に
つ
い
て
は
有
富
純
也
「
摂
関
期
の
地
方
支
配
理
念
と
天
皇
」（﹃
日
本
古
代
国
家
と
支
配
理
念
﹄
東
京
大
学
出
版
会
︑
二
〇
〇
九
年
︑
初
出
二
〇
〇
七
年
）
に
詳
し
い
︒
（
33
）  
寺
内
浩
「
受
領
考
課
制
度
の
成
立
」（﹃
受
領
制
の
研
究
﹄
塙
書
房
︑
二
〇
〇
四
年
︑
熟国・亡国概念と摂関期の地方支配
31
初
出
一
九
九
二
年
）︑
二
二
五
～
二
二
七
頁
︒
（
34
）  
吏
途
指
南
Ｅ
臨
時
申
請
雑
事
に
は
「
或
未
二
赴
任
一
之
前
︑
称
レ
任
二
亡
国
一
已
預
二
加
階
一
」
と
あ
り
︑
亡
国
受
領
は
赴
任
す
る
前
に
加
階
に
預
か
る
こ
と
が
あ
っ
た
︒
こ
れ
も
亡
国
の
復
興
に
あ
た
る
受
領
の
支
援
の
一
環
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
︒
（
35
）  
谷
口
昭
「
諸
国
申
請
雑
事
」（
日
本
史
研
究
会
史
料
研
究
部
会
編
﹃
中
世
の
権
力
と
民
衆
﹄
創
元
社
︑
一
九
七
〇
年
）︑
曽
我
良
成
「
諸
国
条
事
定
と
国
解
慣
行
」（﹃
王
朝
国
家
政
務
の
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
二
年
︑
初
出
一
九
七
九
年
）︒
（
36
）  
梅
村
喬
「
平
安
時
代
貢
納
経
済
の
一
視
角
」（﹃
日
本
古
代
財
政
組
織
の
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
八
九
年
︑
初
出
一
九
八
七
年
）︑
一
七
二
～
一
七
八
頁
︒
（
37
）  
﹃
別
聚
符
宣
抄
﹄
延
喜
二
十
二
年
十
月
二
十
二
日
官
符
︒
（
38
）  
﹃
令
集
解
﹄
賦
役
令
14
人
在
狭
郷
条
跡
記
に
「
復
謂
レ
令
レ
還
二
本
業
一
也
︒
去
二
本
居
一
已
絶
二
其
産
業
一︒
故
優
二
復
其
業
一︑
除
二
調
役
雑
役
一
」
と
あ
る
よ
う
に
︑
本
来
は
強
制
移
住
等
に
よ
っ
て
家
業
が
絶
え
た
者
へ
の
一
定
期
間
の
税
免
除
を
意
味
し
た
︒
（
39
）  
注
（
24
）
参
照
︒
（
40
）  
受
領
功
過
定
に
つ
い
て
は
研
究
が
多
い
︒
佐
々
木
宗
雄
「
十
～
十
一
世
紀
の
受
領
と
中
央
政
府
」（﹃
日
本
王
朝
国
家
論
﹄
名
著
出
版
︑
一
九
九
四
年
︑
初
出
一
九
八
七
年
）︑
大
津
透
「
受
領
功
過
定
覚
書
」（﹃
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
九
三
年
︑
初
出
一
九
八
九
年
）
な
ど
を
挙
げ
て
お
く
︒
（
41
）  
受
領
功
過
定
に
至
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
は
佐
々
木
恵
介
「
摂
関
期
に
お
け
る
国
司
交
替
制
度
の
一
側
面
」（﹃
日
本
歴
史
﹄
四
九
〇
︑ 
一
九
八
九
年
）
が
ま
と
ま
っ
て
お
り
︑
有
益
で
あ
る
︒
（
42
）  
玉
井
力
「
受
領
巡
任
に
つ
い
て
」（﹃
平
安
時
代
の
貴
族
と
天
皇
﹄
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
〇
年
︑
初
出
一
九
八
一
年
）︒
（
43
）  
﹃
江
家
次
第
﹄
巻
四
除
目
︑
一
一
二
頁
︒
（
44
）  
﹃
左
経
記
﹄
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
八
月
十
六
日
条
に
見
え
る
佐
渡
守
佐
伯
公
行
の
実
例
が
あ
る
︒
（
45
）  
玉
井
力
「「
受
領
挙
」
に
つ
い
て
」（﹃
平
安
時
代
の
貴
族
と
天
皇
﹄
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
〇
年
︑
初
出
一
九
八
〇
年
）︒
（
46
）  
本
申
文
の
日
付
は
諸
本
が
長
徳
三
年
と
す
る
が
︑
国
史
大
系
本
で
は
内
容
上
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
の
も
の
と
す
る
︒
し
か
し
﹃
権
記
﹄
長
徳
三
年
八
月
十
九
日
条
に
美
濃
守
と
し
て
雑
事
三
箇
条
を
申
請
し
て
い
る
し
︑
何
よ
り
も
為
憲
は
長
和
三
年
に
は
既
に
死
亡
し
て
い
る
た
め
︑
長
徳
三
年
が
正
し
い
︒
（
47
）  
為
憲
が
任
国
を
復
興
さ
せ
た
こ
と
は
吏
途
指
南
Ｘ
古
今
定
功
過
例
ル
遠
江
守
為
憲
の
項
に
も
見
え
る
︒
（
48
）  
﹃
小
右
記
﹄
長
徳
二
年
九
月
四
日
条
︒
こ
の
と
き
播
磨
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
源
時
明
は
︑
讃
岐
国
受
領
の
第
三
年
に
辞
退
し
︑
こ
の
年
が
得
替
年
に
あ
た
っ
て
お
り
︑
さ
ら
に
播
磨
守
に
任
ぜ
ら
れ
る
の
は
非
道
理
で
あ
る
と
実
資
に
批
判
さ
れ
︑
同
年
九
月
十
九
日
に
播
磨
守
を
辞
退
し
て
い
る
（﹃
小
右
記
﹄
同
日
条
）︒
な
お
︑
か
わ
り
に
播
磨
守
と
な
っ
た
の
は
実
資
の
支
持
を
得
て
い
た
藤
原
信
理
で
あ
る
︒
（
49
）  
﹃
権
記
﹄
長
保
元
年
十
二
月
十
四
日
条
︑﹃
小
右
記
﹄
同
日
条
︒
（
50
）  
倉
本
一
宏
「
一
条
朝
の
公
卿
議
定
」（﹃
摂
関
政
治
と
王
朝
貴
族
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
〇
年
︑
初
出
一
九
八
七
年
）︒
史
料
は
﹃
権
記
﹄
長
保
二
年
正
月
五
日
︑
二
月
十
二
日
・
十
三
日
・
二
十
二
日
条
︒
（
51
）  
元
木
泰
雄
﹃
源
満
仲
・
頼
光
﹄（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
︑
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
︒
（
52
）  
中
込
律
子
「
中
世
成
立
期
の
国
家
財
政
構
造
」（﹃
平
安
時
代
の
税
財
政
構
造
と
受
領
﹄
校
倉
書
房
︑
二
〇
一
三
年
︑
初
出
一
九
九
五
年
）︑
二
二
四
～
二
二
六
頁
︒
